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１
４
５
周
年
を
迎
え
た
当
会
議

所
と
、
私
が
所
属
す
る
山
梨
中
央

銀
行
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
代
を
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
会

議
所
の
初
代
会
頭
は
、
当
行
（
の

前
身
の
第
十
国
立
銀
行
）
初
代
頭

取
の
栗
原
信
近
で
す
。
今
年
か
ら

１
万
円
の
お
札
の
デ
ザ
イ
ン
が
渋

沢
栄
一
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
渋
沢
翁
の
力
添
え
も
あ
り
当
行

と
当
会
議
所
は
誕
生
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
こ
の
年
に
、
会
頭
を

甲
府
商
工
会
議
所
は
１
８
７
９

（
明
治
12
）年
の
設
立
以
来
、
地
元

産
業
界
の
代
表
と
し
て
積
極
的
な

意
見
活
動
を
行
う
な
ど
、
商
工
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
を
展
開

し
、
今
年
で
１
４
５
周
年
を
迎
え

た
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
や

Ｄ
Ｘ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
対
応
、
円

滑
な
事
業
承
継
な
ど
新
し
い
時
代

に
向
け
、
山
梨
経
済
の
け
ん
引
役

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
進
藤

中
会
頭
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ほ

か
、
１
４
５
年
の
歩
み
や
能
登
半

島
地
震
復
興
支
援
事
業
な
ど
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
。

務
め
ら
れ
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い

ま
す
。

今
年
度
は
改
め
て
「
共
生
と
創

出
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
将

来
に
向
け
た
組
織
体
制
や
財
政
基

盤
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
地
場
産

業
へ
の
支
援
や
人
手
不
足
問
題
、

リ
ニ
ア
を
中
心
と
す
る
甲
府
市
の

ま
ち
づ
く
り
な
ど
課
題
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
当
会
議
所
で
は
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
重
点

項
目
を
挙
げ
て
邁
進
し
て
い
ま

す
。ま

ず
、
販
路
拡
大
を
狙
っ
た
海

外
展
開
で
す
。
今
年
２
月
の
実
施

で
15
回
目
と
な
っ
た
英
・
ロ
ン
ド

ン
で
の
甲
州
ワ
イ
ン
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

評
価
を
上
げ
て
い
ま
す
。
同
所
で

の
高
評
価
は
、
世
界
全
体
に
広
が

る
足
掛
か
り
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

現
在
、
米
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ジ

ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
31
日
ま
で
、
甲
州
ワ
イ
ン
と

日
本
酒
の
試
飲
会
を
実
施
し
、
シ

ョ
ッ
プ
で
は
11
月
５
日
ま
で
、
甲

州
印
伝
な
ど
の
伝
統
工
芸
品
を
展

示
販
売
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
興
国
に
つ
い
て
も
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
日
本
酒
の
輸
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み
や
ジ

ュ
エ
リ
ー
業
界
と
連
携
し
、
現
在

の
海
外
展
開
の
中
心
で
あ
る
香
港

に
次
ぐ
展
開
先
と
し
て
タ
イ
の
ジ

ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
に
甲
府
パ
ビ
リ

オ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
機
会
を
逃

さ
ず
進
出
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
人
材
育
成
と
人
手
不
足

へ
の
対
応
で
す
。
県
内
企
業
へ
の

就
職
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
当
会
議

所
で
は
県
内
大
学
の
学
食
で
、
学

生
と
会
員
企
業
の
人
事
担
当
者
ら

が
昼
食
を
共
に
す
る
「
モ
グ
ジ
ョ

ブ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ

ン
ク
な
雰
囲
気
の
な
か
、
企
業
の

魅
力
を
学
生
に
直
接
、
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
機
会
で
、
認
知
度
の

向
上
や
学
生
と
の
接
点
づ
く
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
い
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
も
重
要
で
す
。
県
内
の

教
育
機
関
と
提
携
し
、
留
学
か
ら

就
職
ま
で
を
支
援
す
る
ル
ー
ト
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
労
働
力
の

確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

そ
し
て
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
通
に
よ
り
、
甲
府
市
は
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
を
中
心
と
し
た

市
街
地
と
、
リ
ニ
ア
の
駅
を
中
心

と
し
た
市
街
地
の
双
方
の
活
性
化

を
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
で
は
、
来
春
に

甲
府
城
南
側
に
新
た
な
商
業
施
設

が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、

か
す
が
通
り
や
百
貨
店
の
岡
島
、

駅
北
口
の
甲
州
夢
小
路
ま
で
周
遊

で
き
る
よ
う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
会
議
所
も
参
画
す
る

合
同
会
社
ま
ち
づ
く
り
甲
府
で

は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
の
減
少

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
旧
岡

島
の
跡
地
に
は
２
０
２
８
年
に
新

た
な
複
合
施
設
も
誕
生
す
る
た

め
、
に
ぎ
わ
い
の
復
活
に
向
け
地

道
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
た
だ
、
リ
ニ
ア
の
駅
周
辺
の

開
発
計
画
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
の

で
、
県
に
対
し
て
、
早
期
に
着
手

し
て
く
れ
る
よ
う
要
望
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

近
年
の
企
業
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）や
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
新
た
な
対
応
を
支
援
す
る
た

め
、
当
会
議
所
で
は
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
や
先
進
事
例
の
掘
り
起
こ

し
、個
別
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
企
業
の
抱
え
る
課
題
に
真
摯

に
向
き
合
う
こ
と
が
、
本
県
の
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

甲府商工会議所創立145周年特別企画

企業の成長を力強く牽引企業の成長を力強く牽引甲府商工会議所甲府商工会議所

山
梨
と
会
員
企
業
の
繁
栄
へ

歴代会頭
山梨商法会議所	 初代会頭	 栗 原　信 近
	 	 第十国立銀行頭取

甲府商業会議所	 ２代会頭	 若 尾　民 造
		  若尾銀行頭取

	 ３代会頭	 寺 田　忠三郎
　　	 	 寺田商店代表
	 ４代会頭	 名 取　忠 愛
		  山梨貯蓄銀行頭取

甲府商業会議所	 ５代会頭	 矢 島　栄 助
甲府商工会議所	 	 矢島製糸社長、第十銀行頭取

甲府商工会議所	 ６代会頭	 細 田　武 雄
		  第十銀行頭取

	 ７代会頭	 若 尾　義 角
　　	 	 若尾商店代表

	 ８代会頭	 上 原　庄治郎
		  山梨中央銀行頭取

山梨県商工経済会	 ９代会頭	 平 原　庄兵衛
　　	 	 甲府電力社長

山梨県商工経済会	 10 代会頭	 山 田　新太郎
山梨県商工会議所	 	 山田商事代表

山梨県商工会議所	 11 代会頭	 鈴 木　善 造
　　	 	 松林軒社長
	 12 代会頭	 海 沼　栄 祐
		  海沼商店社長

山梨県商工会議所	 13 代会頭	 名 取　忠 彦
甲府商工会議所	 	 山梨中央銀行頭取
甲府商工会議所	 14 代会頭	 野 口　二 郎
		  山梨日日新聞社社長

	 15 代会頭	 細 田　一 雄
　　	 	 山梨中央銀行頭取

	 16 代会頭	 丸 茂　平 造
		  マルモ社長

	 17 代会頭	 武 田　辰 男
　　	 	 武田食糧会長

	 18 代会頭	 小 林　宏 武
		  山梨中央銀行頭取

	 19 代会頭	 荻 野　　 浩
　　	 	 オギノ会長

	 20 代会頭	 上 原　勇 七
		  印傳屋上原勇七会長

	 21 代会頭	 金 丸　康 信
		  テレビ山梨社長

６
・
７
面
に
つ
づ
く

 

副 

会 

頭

副会頭副会頭
長 坂  正 彦長 坂  正 彦

（ワイ・シー・シー社長）（ワイ・シー・シー社長）

副会頭副会頭
雨 宮  正 英雨 宮  正 英
（山梨交通社長）（山梨交通社長）

副会頭副会頭
長 澤  重 俊長 澤  重 俊
（はくばく社長）（はくばく社長）

副会頭副会頭
豊 前  貴 子豊 前  貴 子
（豊前医化社長）（豊前医化社長）

第第
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代
会
頭
　

代
会
頭
　
進
藤
進
藤  

中中

共
生
と
創
出
で

共
生
と
創
出
で

　
地
域
経
済
の
活
性
化
へ

　
地
域
経
済
の
活
性
化
へ

 

１
４
５
周
年
を
迎
え
て

【ＰＲ特集】



平成	 9年	12月	 甲府駅前の街路樹にイルミネーションを設置、｢ナイトジュエリー甲府｣始まる

	 12年	11月	 新会議所会館の竣工式を挙行する

	 13年	 5月	 当所がTMOとして甲府市長より認定される

	 	11月	 全国の商工会議所役員･議員任期が11月1日より3年間に統一される

	 14年	10月	 友好交流20周年を記念し四川省成都市に桜2,000本を植樹する

	 15年	 3月	 憩いの散歩道｢甲斐の小道｣を発刊する

	 	11月	 ジュエリーファクトリーセールを実施する

	 16年	11月	 甲府ジュエリーファッションショーを開催する

	 17年	 6月	 中心商店街に「桜座」と「銀座街の駅」を設置する

	 	 8月	 山梨大学と当所との包括的連携に関する協定を締結する

	 19年	 3月	 山梨学院大学と当所との包括的連携に関する協定を締結する

	 20年	 2月	 JAPANブランド「Koo-fuコレクション2008」が発表される

	 	 3月	 山梨県立大学と当所との包括的連携に関する協定を締結する

	 	 6月	 中心市街地の活性化を推進するため「合同会社まちづくり甲府」を設立する

	 	11月	 ｢甲府市中心市街地活性化基本計画」が国の認定を受ける

	 	12月	 中国四川省成都市の｢甲府商工会議所成都事務所｣を閉鎖する

	 21年	10月	 景気対策事業の一環として「甲府プレミアム商品券」を発行する

	 22年	 1月	 甲州ワインEU輸出プロジェクト（KOSHU OF JAPAN）によるロンドンプロモーションを開始

	 	 9月	 山梨県商工会議所女性会連合会を発足させる

	 23年	 3月	 東日本大震災の被災地支援活動を始める

	 	 7月	 甲府地域グランドデザイン実施計画を策定する

	 24年	 1月	 甲府市新庁舎に設置するための大型ビジョン表示システムを寄付する

	 	10月	 水戸商工会議所と防災協定を締結する

	 25年	 6月	 富士山世界文化遺産登録を祝し甲府駅前で花火を打ち上げる

	 26年	 3月	 雪害復興の寄附金を、水戸商工会議所からの見舞金と共に山梨県に贈呈する

	 	 7月	 正副会頭による大手企業訪問事業がスタートする（テルモ㈱、㈱キトーほか）

	 	 	 県タクシー協会と共同でおもてなし向上事業｢おしぼりタクシー｣をスタートさせる

	 	 9月	 山梨の地酒東南アジア輸出プロジェクトによるベトナムプロモーションを開始

	 	10月	 天守閣など甲府城復元の推進で10万人超の署名を集め要望書を知事に提出する

	 	 	 中央道渋滞対策等を目指して｢甲府・八王子・相模原商工会議所連携交流会議｣を

	 	 	 発足させ、国交省他への要望活動を実施する

	 27年	 6月	 マンガ等を活用した街づくりを目指し｢山梨マンガ･アニメプロジェクト推進協議会｣設立

	 28年	 8月	 ｢こうふ開府500年・信玄公生誕500年事業検討委員会｣を設立する

	 	12月	 ｢リニア中央新幹線建設に伴う経済効果推進協議会｣を設立する

	 29年	 3月	 当所、甲府市、甲府商店街連盟及びイオン㈱との間で｢地域貢献協定書｣を締結する

	 	10月	 当所・上田・上越の3商工会議所間で、｢必勝祈願の旅｣三国同盟協定書を締結する

	 30年	 2月	 甲府市長に対し、｢生産性向上特別措置法｣に基づく導入促進基本計画の策定及び固定資産税の特別措置

に関する要望を行う

	 	 5月	 甲府市内の小中学生15,000人以上に、こうふ開府500年記念｢クリアファイル｣を贈呈

	 	12月	 甲府駅北口よっちゃばれ広場に｢武田信虎公像｣を設置。除幕式を挙行

	 31年	 3月	 当所水晶宝飾部会設立60周年記念として「水晶宝飾史」を発刊

	 	 4月	 こうふ開府500年記念式典を開催（以後関連イベント多数開催）

令和	 元年	 5月	 「ふるさと納税」について甲府市に提言。返礼品の体験型メニューの充実を要望

	 	11月	 県内大学の学食において企業と学生の交流・マッチング事業　モグジョブを実施

	 2年	 2月	 はたらく女性をターゲットにしたジュエリーブランドSIMPRICHを起ち上げる

	 	 5月	 コロナ禍における飲食店支援のためのクラウドファンディング事業等を実施

	 	 7月	 令和2年度の年会費を徴求しないことを決定

	 	10月	 Go To Eatキャンペーン　プレミアム付き食事券販売

	 3年	 7月	 新型コロナウイルス感染症ワクチン職域接種を実施

	 	11月	 武田信玄公生誕500年記念事業「大法要」開催

	 4年	 5月	 コロナ禍における飲食店利用に関する要望（知事・市長宛）

	 	 6月	 ウクライナ支援チャリティーコンサートの開催（女性会主催）

	 5年	 6月	 関係機関23団体と「豊かさ共創基盤の構築に向けた共同宣言」を発出

	 	 9月	 M i ra iプロジェクトによる学生と協働した山梨産業観光ツアーを実施

	 	10月	 日越外交関係樹立50周年記念　やまなし観光物産プロモーションを実施

	 6年	 3月	 能登半島地震被災地への義援金を募り、総額700万円を寄付

	 	 6月	 青年部による能登半島地震被災地での復興支援事業を実施

	 	10月	 設立145周年を迎える

武田信虎公像（甲府駅北
口よっちゃばれ広場）

甲府ジュエリー
ファッションショー

甲州ワインEU輸出プロジェクト
ロンドンプロモーション
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甲府商工会議所創立145周年特別企画
 

部 

会 

長

卸売商業部会長卸売商業部会長
藤 巻  眞 史藤 巻  眞 史
（田丸会長）（田丸会長）

小売商業部会長小売商業部会長
清 水  栄 一清 水  栄 一

（フォネット社長）（フォネット社長）

工業部会長工業部会長
新 藤  淳新 藤  淳

（藤精機社長）（藤精機社長）

建設部会長建設部会長
鈴 木  茂 夫鈴 木  茂 夫

（三井建設工業社長）（三井建設工業社長）

理財部会長理財部会長
南  邦 男南  邦 男

（（山梨県民信用組合理事長山梨県民信用組合理事長））

文化部会長文化部会長
中 村  猛 志中 村  猛 志

（ティーエーシー武田消毒社長）（ティーエーシー武田消毒社長）

水晶宝飾部会長水晶宝飾部会長
近 藤  誠近 藤  誠

（近藤宝飾会長）（近藤宝飾会長）

観光運輸部会長観光運輸部会長
上 原  勇 七上 原  勇 七

（印傳屋上原勇七社長）（印傳屋上原勇七社長）

 

委 

員 

長

運営委員長運営委員長
上 原  勇 七上 原  勇 七

（印傳屋上原勇七社長）（印傳屋上原勇七社長）

ものづくり委員長ものづくり委員長
岩 間  辰 也岩 間  辰 也

（岩間井戸工業社長）（岩間井戸工業社長）

労働委員長労働委員長
杉 原  壮 一 郎杉 原  壮 一 郎

（ＳＭＢＣ日興証券甲府支店長）（ＳＭＢＣ日興証券甲府支店長）

地域活性化委員長地域活性化委員長
五 味  節 夫五 味  節 夫

（山梨信用金庫理事長）（山梨信用金庫理事長）

中小企業委員長中小企業委員長
佐 々 木  幸 一佐 々 木  幸 一
（国際建設社長）（国際建設社長）

環境問題委員長環境問題委員長
勝 岡  伸 圭勝 岡  伸 圭

（東京電力パワーグリッド山梨総支社長）（東京電力パワーグリッド山梨総支社長）

１
９
２
６（
大
正
15
）年
４
月
竣
工
し
た
甲
府
商
業
会
議

所
柳
町
会
館（
現
・
甲
府
法
人
会
館
ビ
ル
）

企業の持続的な成長のために企業の持続的な成長のために



明治	 12年	10月	 県内初の商工会議所として｢山梨商法会議所｣が

設立、会頭に栗原信近が就任する

　　	 25年	 2月	 甲府商工談話会を設立する

	 42年	 2月	 甲府商業会議所設立が認可され、会頭に若尾民造

が就任する(4月)

	 	 6月	 若尾銀行内に事務所を設置する

	 43年	 8月	 第一回優良店員表彰を挙行する

大正	 元年	12月	 甲府商業会議所の事務所を錦町18番地(望仙閣跡

地)に移転開所する

	 15年	 3月	 柳町(現中央4丁目)に事務所を新築移転する

昭和　3年	 	 1月	 甲府商工会議所に名称変更する

　　　4年	 	11月	 えびす講祭り始まる

	 18年	 9月	 山梨県商工経済会に名称変更する

	 21年	12月	 山梨県商工会議所を設立する

	 35年	 8月	 甲府商工会議所に名称変更する

	 39年	 7月	 甲府商工会議所婦人会を設立する

	 45年	 8月	 甲府商工会議所共済制度を発足させる

	 48年	 6月	 小規模企業振興委員制度を発足させる

	 50年	 4月	 専門指導員、記帳指導員制度を発足させる

	 52年	 4月	 日本銀行跡地(現在地)へ新会館として事務所を

移転する

	 61年	11月	 水戸商工会議所と姉妹提携する

平成	 元年	 4月	 甲府商工会議所青年部を設立する

	 	 6月	 創立80周年式典にてドイツ・ノルトシュヴァル

ツヴァルト商工会議所と姉妹提携する

	 	 	 評議員制度を発足させる

	 3年	 6月	 韓国・清洲商工会議所と姉妹提携する

	 	 9月	 中国成都市第1期技能研修生61名を受け入れる

	 8年	 3月	 地場産業製品のファッションショー「第1回甲府

コレクション」を開催する

	 	 4月	 古紙リサイクル事業をスタートさせる

	 	 8月	 中国四川省成都市に「甲府商工会議所成都事務

所」を開設する

	 9年	 5月	 韓国忠清北道清州市にて海外初となる｢山梨の観

光と物産展｣を開催する

	 	 8月	 甲府シティシャトルバス『レトボン』を運行開始

する

産
業
経
済
の
発
展
と
豊
か
で
住
み
良
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

産
業
経
済
の
発
展
と
豊
か
で
住
み
良
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

甲
府
商
工
会
議
所
が
創
立

１
４
５
周
年
を
迎
え
た
こ
と
で

11
日
、
記
念
式
典
を
甲
府
記
念

日
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
永
年

在
任
役
員
・
議
員
や
、
創
業
記

念
の
会
員
事
業
所
な
ど
の
表
彰

を
行
っ
た
。
会
員
企
業
や
関
係

機
関
な
ど
約
２
５
０
人
が
出
席

し
た
。
式
典
で
、
進
藤
会
頭
は

「
中
小
企
業
の
支
援
や
観
光
資

源
の
開
発
な
ど
地
域
経
済
の
一

層
の
活
性
化
を
目
指
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
挨
拶
し
た
。

ま
た
記
念
講
演
会
も
行
い
、

講
師
に
は
ダ
イ
ヤ
精
機（
東
京
）

の
諏
訪
貴
子
代
表
を
招
い
た
。

「『
町
工
場
の
娘
』
が
生
き
残
り

を
か
け
た
大
改
革
～
経
営
難
か

ら
脱
却
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
化
戦

略
と
人
材
育
成
」
と
題
し
た
講

演
で
、
小
さ
な
町
工
場
の
経
営

改
革
に
挑
み
、
同
社
を
優
良
企

業
に
再
生
さ
せ
た
経
緯
を
述
べ

て
も
ら
い
、
出
席
者
は
真
剣
な

表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
た
。
諏

訪
代
表
は
、
日
経
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ

「
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
２
０
１
３
」
で
大
賞
を
受

賞
し
て
お
り
、
著
書
「
町
工
場

の
娘
」（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
刊
）は
話

題
を
呼
び
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、役
員
・
議
員
で
は
「
満

39
年
」「
満
27
年
」「
満
21
年
」「
満

９
年
」
そ
れ
ぞ
れ
在
籍
し
た
計

５
人
を
表
彰
し
た
。
ま
た
事
業

協
力
功
労
者
で
は
、評
議
員（
満

６
年
以
上
の
退
任
者
）、
商
工

振
興
委
員
（
満
５
年
以
上
の
歴

任
者
）、
専
門
指
導
員（
満
５
年

以
上
の
歴
任
者
）の
計
33
人
と
、

「
会
員
向
け
保
険
取
扱
優
秀
代

理
店
」
と
し
て
２
社
を
表
彰
し

た
。創

業
記
念
会
員
事
業
所
で

は
、「
創
業
２
０
０
年
」
１
社
、

「
創
業
１
０
０
年
」
６
社
、「
創

業
75
年
」
10
社
、「
創
業
50
年
」

11
社
を
表
彰
。
こ
の
ほ
か
、
日

本
商
工
会
議
所
表
彰
や
関
東
商

工
会
議
所
連
合
会
表
彰
、
第

１
０
５
回
優
良
社
員
表
彰
も
行

っ
た
。

10月11日10月11日

２
０
２
４
年

２
０
２
４
年  

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

創
立
１
４
５
周
年
記
念
式
典
開
催

記
念
講
演
会
や
永
年
表
彰
な
ど

7 2024年(令和 ６ 年)　10 月 25 日(金曜日)7 2024年(令和 ６ 年)　10 月 25 日(金曜日) 【ＰＲ特集】

甲府商工会議所創立145周年特別企画

関
東
商
工
会
議
所
女
性
連
合
会 

２
０
２
４
年
度
総
会 

山
梨
大
会

５
月
22
日
「
関
東
商
工
会
議

所
女
性
連
合
会
２
０
２
４
年
度

総
会
山
梨
大
会
」
が
甲
府
商
工

会
議
所
と
富
士
吉
田
商
工
会
議

所
の
各
女
性
会
が
主
管
と
な

り
、
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
大
会
で
は
、
１
都
８

県
か
ら
６
２
５
人
の
女
性
会
員

が
参
加
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
Ｙ
Ｃ
Ｃ
県
民

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
総

会
で
は
、
２
０
２
３
年
度
の
事

業
報
告
や
２
０
２
４
年
度
の
事

業
計
画
な
ど
、
議
案
は
す
べ
て

承
認
さ
れ
、
翌
年
の
開
催
地
で

あ
る
浦
安
商
工
会
議
所
女
性
会

が
次
年
度
大
会
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ

た
。
総
会
に
あ
わ
せ
、
山
梨
の

魅
力
を
伝
え
る
、
甲
府
ジ
ュ
エ

リ
ー
・
甲
州
印
伝
・
郡
内
織
物

を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開

催
。
各
産
業
の
代
表
者
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
、
プ
ロ
ダ
ク

ト
の
魅
力
を
発
信
す
る
ス
テ
ー

ジ
を
披
露
し
た
。

甲
府
商
工
会
議
所
青
年
部 

能
登
半
島
地
震
復
興
へ

会
員
企
業
の
経
営
者
・
後
継

者（
50
歳
以
下
）な
ど
が
組
織
す

る
甲
府
商
工
会
議
所
青
年
部
で

は
、
６
月
15
日
か
ら
17
日
、
能

登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の
復
興

支
援
事
業
を
実
施
し
た
。
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

や
被
災
地
の
視
察
、
現
地
会
議

所
青
年
部
と
の
交
流
を
図
っ

た
。災

害
支
援
活
動
は
、「
七
尾
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
」
を
経
由
し
て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
全
国
か
ら
１
４
３
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
お

り
、
全
11
グ
ル
ー
プ
で
作
業
を

行
っ
た
。
当
所
青
年
部
８
人
を

含
む
グ
ル
ー
プ
は
、
総
勢
14
人

で
取
り
組
ん
だ
。

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ 

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ 

２
０
２
４

３
月
16
日
に
行
わ
れ
た
甲
府

ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
甲
府

市
中
心
商
店
街
の
４
会
場
を
回

遊
し
な
が
ら
、
ジ
ャ
ズ
を
楽
し

む
音
楽
イ
ベ
ン
ト
。
明
治
時
代

ま
で
甲
府
市
中
心
市
街
地
に
あ

っ
た
芝
居
小
屋
「
桜
座
」
が
、

２
０
０
５
年
に
地
元
有
志
の
手

で
復
活
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
翌
２
０
０
６
年
か
ら
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
。今
年
は
、

県
内
外
か
ら
３
０
０
人
の
ジ
ャ

ズ
フ
ァ
ン
が
来
場
し
、
大
盛
況

と
な
っ
た
。

Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ 

Ｊ
ｅ
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ 

Ｆ
ａ
ｉ
ｒ 

２
０
２
４

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ 

Ｊ
ｅ

ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ 

Ｆ
ａ
ｉ
ｒ 

２
０
２
４
」
が
４
月
10
日
か
ら

12
日
、
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で
開

催
さ
れ
た
。

当
会
議
所
は
、
協
同
組
合
山

梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
と
連
携

し
、
職
人
の
技
術
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
山
梨
県
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
エ
リ
ア
と
し
て
出
展
し

た
。
職
人
に
よ
る
研
磨
な
ど
の

加
工
実
演
も
行
わ
れ
た
。

１
９
０
９（
明
治
42
）年
、
甲
府
商
業
会
議
所
の

最
初
の
事
務
所
が
置
か
れ
た
若
尾
銀
行
本
店

国
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
し
商

談
が
行
わ
れ
た

能
登
の
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー

女性連合会総会山梨大会

豪
華
出
演
者
が
迫
力
の
生
演
奏

甲府商工会議所の主な歩み甲府商工会議所の主な歩み

被
災
地
支
援

産
業
の
発
展
へ

１
都
８
県
か
ら

中
心
街
の
振
興
を
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